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ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会2024
地区別選考結果
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ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会２０２４（１１月２１日（木）・２２日（金）新横浜）
に向けた、西日本地区（東海・北陸・近畿）の地区別審査委員会が９月１９日（木）
大阪で開催されました。

今回の地区別審査委員会には、ＴＡＣ部門５県７名、ＪＡ部門で２県３ＪＡ（うち本
県はＴＡＣ部門に３名とＪＡ部門に２ＪＡ）が参加し、取組事例の概要説明や実績Ｐ
Ｒを行いました。

いずれの取組事例も非常にレベルが高く、本大会に誰が選ばれてもおかしくな
い内容でしたが、石川県からは、ＪＡ金沢市・山口氏がＴＡＣ部門で地区別優秀賞
を受賞し、本大会で取り組み事例を発表いただくことになりました。

地区別審査委員会に参加頂いた皆様には改めて感謝
申し上げます。

西日本ブロックＴＡＣ担当者研修会
に参加しました
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上記９月１９日の地区別審査委員会の前段に、ＴＡＣ管理者・担当者を対象とし
た研修会が開催されました。

研修会では、各府県から選出された優秀ＴＡＣによるパネルディスカッションが
行われ、本県からはパネラーとしてＪＡ石川かほく・高森氏に参加して頂き、日頃
のＴＡＣ活動状況や出向く際の準備・心がけ、担い手の対応方法などをお話いた
だきました。

この研修会の様子は、今後動画配信をご案内しま
すので、当日参加できなかったＴＡＣの方々は是非ご
視聴をお願い致します！

本号より、執筆者の似顔絵を掲載しています。



第１０回営農・経済フォーラムに参加しました

令和６年９月１１日（水）、 「次世代総点検運動をふまえた組合員参画型

の地域農業振興計画等の策定・実践」をテーマに標記フォーラムが東京

大手町で開催され、本県から９ＪＡ２０名（うちＷＥＢ２ＪＡ２名）が参加しま

した。

所属 報告者 報告テーマ

JAきたみらい 高橋常務 組合員との対話をもとに、『生産構造ビジョン』から
『農業振興方策』へ

JAふくしま未来 西常務 『ど真ん中に“食と農”次代につなぐ地域づくり』ＪＡ
ふくしま未来の取り組みについて

JA愛知東 河合常務 中山間地の農業を守るためにわがＪＡが果たすべき
役割は何か

＜実践事例報告＞

食料安全保障の根幹である農業生産

基盤の維持・拡大に向けて、農家組合

員が展望を持って取り組めるよう、組合

員とＪＡ役職員間の話し合いを通じた確

信ある地域農業振興計画の策定等、先

駆的な事例が、パネルディスカッション

等により報告されました。

「地域の農地を守る新たな選択肢－『地域ま

るっと中間管理方式』とは？－」と題された講演で

は、地域農業が抱えるさまざまな課題の解決につ

ながると期待される「一般社団法人による農地利

用の手法」を学びました。

参加者された各ＪＡでの地域農業戦略の実践に

活用されることを期待しております。

地域農業戦略の実践強化に係る講演会を開催

９月１２日（木）に大手町ＪＡビルにて、魅力ある地域づくり研究所 代表可知祐

一郎氏を講師に招き、前日の営農・経済フォーラムに参加されたＪＡ営農担当常

勤役・幹部職員の５ＪＡ１２名の方にご参加いただきました。
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担い手営農サポートシステム
（ＮＥサポシステム）について
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第４５回石川の農林漁業まつり
国消国産ブースの展開について

「Ｃｈｏｉｃｅ！いしかわ産キャンペーン」が終了しました。
政策
推進
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「ＴＡＣシステム」から「担い手営農サポートシステム」に切替り半年が経過しまし
たが、今後、活用にあたってのメリットや優良事例等を少しずつ紹介していきたい
と考えています。

一例として、 右画像が 「担い手営農サポー
トシステム」のホーム画面となりますが、 日頃の
訪問活動について、ログインするだけで訪問実
績や訪問内容などの様々な情報を一目で把握・
管理できるようになりました。

昨年度の様子

１０月１９日（土）、２０日（日）に石川県産業
展示館４号館で行われる「第４５回石川の農
林漁業まつり」にて、国消国産ブースを展開し
ます。

本ブースでは、サイコロチャレンジや動画放
映など、昨年に引き続き消費者に楽しみなが
ら国消国産を理解してもらうための企画を実
施する予定です。

標記キャンペーンが８月末をもって終了
し、昨年度を大きく上回る１０，７７３通の
応募をいただきました。当選者には１０月
以降、順次賞品を発送いたします。

今後とも「選ぶことから、始める応援。」
「Choice！いしかわ産」を前面に様々なPR

活動に努めてまいりますので、ぜひ石川
産農畜産物を選び、「食べて応援！」い
ただくようお願いいたします。



「実りの秋！国消国産ＪＡ直売所キャンペーン」について
政策
推進

9/24 玉ねぎ直播試験を実施中です！

９月２４日、JA能美管内での直播玉ねぎの播
種作業を行いました。

近年県内では水田転作として玉ねぎ生産に
取り組む生産者が増えております。玉ねぎ栽培
期間中で育苗作業が大きな負担となっていま
す。直播栽培の技術が確立されれば、育苗作
業の省力化や作業の分散化が可能になります。

日 時 内 容 場 所

１０月１5日（火） JA農業労働力確保連絡会 教育センター・WEB

１０月１９日（土）・２０日（日） 第４５回石川の農林漁業祭り 産業展示館

１０月２４日（木） ブロッコリーWG会議 農総研

１０月３０日（水） 次世代総点検管理者会議 WEB

～１０月の予定～

【お問い合わせ先】ＪＡグループ石川営農戦略室 多田
TEL：076-240-5053 FAX：076-240-9120

ＪＡグループでは、「国消国産」の消費
者理解促進と地域農業へのファンづくり
を目的に、４７都道府県のおいしい農畜
産物が当たるJA直売所を基点とした全
国キャンペーンを実施します。
１０月１日（火）から１１月３０日（土）ま
での期間、ＪＡ直売所または県内のＡ
コープ店舗にご来店いただき、ポスター
の２次元コードを読み込んで応募すると、
４７都道府県の国産農畜産物・加工品
が抽選で総勢１４,１００名様に当たる等
の企画となっています。
つきましては、各店舗における資材の
設置、ＳＮＳでの周知について、ご協力
いただきますようお願い申し上げます。

園芸
振興
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